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第３問 問５日本史Ｂ

中世における経済の動きを模式的に示した問題

2023年度大学入学共通テスト
「日本史Ｂ」
受験者数： 136,993人
平均点： ５9.75点
標準偏差： 1７.14

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。

第３問の問５は、中世における経済の動きを模式的に示した
図から、京都の市場や荘園、荘園領主などとの間で、どのよう
な財貨の動きがあったのかを考える問題でした。用語の意味
はもちろん、どこでその取引が行われていたかを判断する力
が求められました。

このような模式図の問題では、関係性や財貨の動きなどの仕
組みを理解しておくことで、出題形式が変わっても対応するこ
とができます。
本問では、前提として用語の内容が正しく理解できているこ
とが求められますので、まずは用語を正確に理解しておくこと
が重要です。そのうえで、「為替」や「代銭納」がどのように
運用されていたのかを図示し、財貨の動きを追いながら仕
組みを理解することが重要です。
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教材のご紹介… 「進研WINSTEP 日本史B［三訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 日本史Ｂ」（2023年6月発刊）

入試頻出の知識を「使える状態」に整理し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価930円（税込み）

鎌倉時代や室町時代の経済の仕組
みを理解するには、用語を確実に理
解するとともに、時代背景などと関
連づけて理解しておくことが重要で
す。問５では「為替」「代銭納」や中
国銭が輸入されていたことを理解し
ておくことで正答にたどり着くことが
できます。

中世における経済の動きを考察する問題


